
社会的養護の意義と体系を理解する。

科目の主題 学修成果との関連（大◎、中〇、小△）

社会的養護と呼ばれるサービスについての概要を理解する。また社会的養護の対象となる子
どもの処遇について、支援の理論や方法に関する基礎的理解を深める。

１．「尽心」
誠実な人柄と

人間力

２．「創造」
高度な知性と

創造力

３．「実践」
明確な意思と

実践力

科目 施行規則に定める科目区分又は事項等 卒業要件 選択

免許・資格
要件

保育士必修

18Y470 担当者 荒木　正平

対象
学生

幼児教育学科
1年生

学期
区分

前期 単位数 2 担当形態 単独

科目
区分

専門教育科目 科目名 社会的養護
科目
コード

試験 定期試験を実施する

教科書
「よくわかる社会的養護」　山縣文治・林浩康　編　ミ
ネルヴァ書房

参考書
等

なし

受講生への
メッセージ

社会が変動するとき、負の影響を大きく受けるのが子ど
もです。格差の拡大や人間関係の希薄さが問題になって
いる現在、社会的養護の果たす役割はますます重要に
なってきています。社会全体で子どもを育てる意義を理
解し、未来を担う子どもと共に歩む保育士になってくだ
さい。

準備学修 課題等への対応

社会環境のめまぐるしい変化の中で、虐待や貧困などで困難な立場に置かれる子どもが増え
てきている。日頃からマスメディアに注目し、子どもに関わる課題や支援のための制度など
について関心をもち、社会の動向に気づく感覚を磨いてほしい。併せて、予習・復習に年間
２０時間以上は確保してほしい。

提出物は内容確認のうえ授業時に全体に紹介
するなどし、認識の多様性に対する関心・理
解を促す。確認後は学生に返還し、理解がよ
り深まるように支援する。

授業計画

５． 成績評価の方法と割合

授業方法

講義を基本とするが、児童虐待など子育てに関するさまざまな社会問題を事例に挙げなが
ら、より具体的で実践的な学習の実践に努める。視聴覚教材や配布資料などを適宜活用して
学生の理解を促し、講義内容の充実を図りたい。

定期試験（60％）
提出物（30％）
受講態度（10％）

第4回 児童養護施設の生活とレジデンシャルワーク

第5回 子ども観の変遷と子どもの権利

第6回 子どもの権利と社会的養護

第1回 社会的養護の意義

第2回 社会的養護の基礎概念・基本原則

第3回 社会的養護の体系と施設養護
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○ ◎ ○ ○

３． 社会的養護に関わる子どもの実情と課題を理解する。

４． ◎

①
誠
実
性
・
真
摯
性

科目の到達目標

１． 子どもの権利思想の歴史と背景を理解する。

２．

第13回 日本における権利保障の取り組み

第14回 社会的養護に関わる相談体制（Ⅰ）

第15回 社会的養護に関わる相談体制（Ⅱ）

第10回 子どもと家庭を取り巻く状況

第11回 社会的養護の現状と展開（Ⅰ）

第12回 社会的養護の現状と展開（Ⅱ）

第7回 社会的養護理論の変遷とホスピタリズム

第8回 アタッチメント理論・パーマネンシープランニング

第9回 家庭的養護の推進


